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はじめに

　現在，結核患者数，罹患率はゆるやかに減少傾向にあ
るが，依然として年間 ₂万人以上が新たに登録されてい
る．₂₀₁₃年の日本の罹患率（人口₁₀万対の新登録結核患
者数）（₁₆．₁）は，米国（₃．₁）の₅．₂倍，ドイツ（₄．₉）
の₃．₃倍と欧米諸国よりも高い状態が続いている．また，
近年外国出生者の結核患者も増加しており，年間₁，₀₀₀人
を超えている．₂₀歳代では新登録結核患者の₄₀%以上が
外国出生者となっている₁）．神奈川県内では，₂₀₁₃年の
新登録患者数は，前年の₁，₃₉₅人に対して₁，₃₅₃人となり，
罹患率は前年の₁₅．₄に対して₁₄．₉と減少している．しか
し，新登録患者は，₇₀歳以上の高齢層患者の割合が₄₆．₈％
（全国₅₇．₄％），₂₀～₄₀歳代の若年層患者の割合が₂₅．₁％
（全国₁₉．₆％）と全国と比較して，生殖年齢の女性を含む
若年層に多くなっている₂）．

　横浜市立大学附属病院は，神奈川県横浜市金沢区にあ
る総合病院であり，結核病床₁₆床を有している．当院で
は，年間約₃₈₀件の出産と約₅₀例の活動性肺結核の入院加
療を行っている．神奈川県内には当院の他に ₃つの結核
病床を有する施設があるが，産科対応が可能な施設は当
院のみである．妊婦肺結核の治療や医療機関としての感
染防止対策・リスク管理では，さまざまな問題を抱えて
いる．そこで，当院で経験した妊婦肺結核の ₅症例に関
して，文献的考察を加えて，検討を行った．

対象と方法

　₂₀₀₉年 ₇ 月～₂₀₁₄年 ₆ 月の ₅年間に当科において治療
介入を行った妊婦肺結核 ₅ 症例を対象として，診療録
ベースに情報を収集し，臨床像や診断・治療における問
題点について，後方視的に検討を行った．

症例報告

妊婦肺結核 ₅症例の臨床的検討
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要　旨：₂₀₀₉年 ₇ 月～₂₀₁₄年 ₆ 月の ₅年間に，当院で肺結核に対して治療介入を行った妊婦肺結核 ₅
症例を臨床像や診断・治療における問題点について検討した．年齢は，₂₁～₃₇歳，肺外結核合併 ₁例
であった．全例でイソニアジド・リファンピシン・エタンブトールの ₃剤併用療法を行った． ₄例は
出産までに排菌停止が確認されたため，うち ₁例は他医へ妊娠管理および結核治療継続を依頼し，残
りの ₃例は，当院で通常の妊婦と同様に自然分娩となった． ₁例は，排菌停止が確認できなかったた
め，選択的帝王切開分娩となり，児へイソニアジド予防投薬を行うこととなった． ₄症例すべてで，
明らかな奇形や先天性結核，新生児結核は認めなかった．早期診断での治療介入は，母児の健康と安
全を確保するために重要であるため，呼吸器内科・産婦人科・小児科・麻酔科など当該科の連携した
診療が必要と考えられた．

Key words: 妊娠（Pregnancy），出産（Delivery），結核（Tuberculosis），治療（Chemotherapy），
 感染管理（Infection control）
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